
















□■天地某所







　華牙重兵衛。

　修羅が集う天地において決闘四位の座に就く修羅の中の修羅、【阿修羅王】。

　彼女は決闘の頂を目指す者達から挑戦され続けている。王国同様、決闘三位以上は挑戦できる者が一つ下の順位に限られるため、四位の彼女を倒すことが頂点への近道だからだ。

　それどころか、猛者であるという評価のためにランキング外の相手から決闘外で仕合を申し込まれることも珍しくない。中には不意打ちで殺そうとする者もいる。

　常人なら気の休まることもない日々だが、彼女はそんな日々を楽しめる少数派だった。

　しかし最近、そんな彼女に大きな変化があり、修羅勢の間に衝撃が走った。

　これまで数多の挑戦者を退け、その身に勲章の如き傷を残してきた重兵衛。

　その彼女から、手足の傷が消えたのだ。

　それが意味することは一つ。

　彼女が何者かに敗れ、アバターの傷創が初期状態に戻って消えたのだ、と。

　一体何者がこの【阿修羅王】を倒したのか。天地の修羅達の間では大きな話題となった。

　そんな噂の中心になっている重兵衛はといえば、最近は人捜しをしているらしい。

　修羅達の間では、彼女の尋ね人こそ彼女を倒した人物であり、再戦のために捜しているのだろうと噂された。

　その真相、そして彼女が捜している相手とは……。




　◇◆




　ある日の午後、アルトは峠茶屋でお団子を頬張っていた。

　リアルであれば観光地になりそうな風景の中、少しのざわめきが環境音となっているのを努めて気にしないようにしつつ、おやつを食べている。

「……アタシは関係ないアタシはお団子食べてるだけお団子美味しい……」

　現実逃避をしているともいう。

　彼女が遠い目をしている理由は、先刻この茶屋からいくらか離れた山林で特典武具……〈アニバーサリー〉の賞品であったチケットから手に入れた代物を試していたからだ。

　Ｓランク確定チケットとはいえ、特典武具を入手できたのは運が良かった。

　ただし、出てきた武具が自分に適しているとは限らない。

　〈ＵＢＭ〉を倒して得る特典武具はＭＶＰにアジャストする仕組みだが、ガチャから出てくるものはかつてどこかのティアンにアジャストした特典武具だからだ。

　それが彼女のスタイルと噛み合うかは運次第。

　そして、天地内で最大の爆弾でもある【ホロビマル】の成れの果てを抱える彼女のスタイルとは、目立たず逃げ隠れることだ。

　ゆえに……。

「おい！　さっきの爆音は何だ！　向こうの山にいても聞こえたぞ！」

「爆発系の魔法とも違う。もしかしたら新手の〈ＵＢＭ〉かもな！」

「ひゃっはあ！　もう倒されてたら倒した奴と腕試しだぁ！」

　使った瞬間に轟音と共に大破壊を起こす特典武具はもってのほかである。

（何なのさ、あのパイルバンカー！　適当な木に試し打ちしたら林ごと吹っ飛んだんだけど！　危ないし目立つし全然使えないよぉ!?）

　人気のない場所まで移動して使ったが、山一つ挟んでも作動音が聞こえるほどに自己主張が強い武器だったのである。

　かつてとある国の【衝神】が使っていた武具だが、彼女のスタイルには全く噛み合っていなかった。

　とにかく今は音に釣られて寄ってきた修羅達に気取られないよう、「アタシは関係ありませんよ」という顔でやり過ごそうとしていた。

　そうして努めて平静にお団子を食べること十数分。

　次第にざわめく修羅達も遠のき、アルトはひとまずの危難が去ったことに安堵した。




「──ようやくお会いできましたね」

　──しかしいつの間にか、眼前には修羅の中の修羅が立っていた。




「ひゅぇ……」

　【阿修羅王】華牙重兵衛。

　かのイベントで遭遇した相手であり、結果としてイベントで負かした相手でもある。

　そんな相手が、明確にアルトを捜していたという口ぶりで目の前にいる。

　恐怖でしかない。

「ああ、お待ちになってください」

　ログアウト処理か、【抜忍】としての逃走か。どちらかを選択しようとしたのか混乱したアルト自身でも分からなかったが……どちらだとしても重兵衛は機先を制して義手でアルトの両肩を掴んでいた。これでは逃げられない。

「あわわわわわわわ……」

　『御礼参りされる!?』とアルトは身構えた。

　しかし、重兵衛の方は穏やかな微笑を浮かべている。

　……もっとも、重兵衛は微笑んで鼻歌交じりに人をバラバラにする修羅なので、彼女の微笑は気休めにもならない。

「今日はあなたにお聞きしたいことがあって訪れました」

「へ？」

　アルトは『どうやら今すぐ殺される流れではないらしい』と察した。

　これで少し安心……はできないが落ち着き始める。

「レイ様のことです」

「レイっちの？」

　問い返しながらもアルトは納得する。

　レイの大ファンらしく、何よりイベントの最終決戦でレイに敗れた重兵衛だ。

　自分などよりも、レイが目当てなのは当然だろう、と。

　レイについて何か聞くために、自分を捜していたんだなとアルトも理解する。




「ええ。あなたとレイ様がリアルでのお知り合いなのではないかと思いまして……」

　ただし、重兵衛の言葉の内容は想定を超えて確信を突いていた。




「……な、何でそう思うの？」

「あのイベントであなたとレイ様、それに王国のジュリエットさんが手を組んでいました。同じ王国所属のジュリエットさんはともかく、天地のあなたとイベント以前に接点があったとも思えません。つまり、リアルでのお身内かご友人と思いますが、どうでしょう？」

「い、いやぁ、もしかしたらレイっちがアタシに一目惚れした線も……」

「あら、そうなのですか？」

「リアルで同じ大学です！」

　誤魔化そうとしたアルトだが、微笑んだままの重兵衛と肩に置かれた義手が少し力を強めたのが恐ろしく、速攻で自白してしまった。

「まぁ♪　それはとても良いですね。本題なのですけれど、あなたからレイ様に確認してほしいことが……」

　アルトの返答に気をよくした重兵衛。

（どうしよう、どうしよう……！）

　だが、アルトの方は自白してから次々にネガティブな想像が湧き出ていた。

（この後はレイっちの本名と住所を聞かれて、リアルでレイっちをストーキングして、最後は痴情の縺れでレイっちをバラバラにして殺してしまうんじゃ……。それでアタシは『ネットストーカーに情報提供した友人Ｓ』として週刊誌に目線入りで取り上げられて、炎上して大学も退学になって人生が……）

「レイっちごめんよぉ！　【阿修羅王】の出会い厨！」

　ネガティブが極まったアルトは、涙目でそんな言葉をのたまった。

「……うふふ。未だかつてない侮辱を受けた気がしますね」

　耐性のないタイプの罵倒に、流石の重兵衛もキョトンとした。

「私がリアルで出会うのではなく、レイ様に十年ほど前の事故についてお尋ね……」

　しかし、気を取り直して本題……レイのリアルがかつて交通事故から自分を助けてくれた人物かを確かめるべく伝言を頼もうとした。

「あら？」

　しかしその直前で、アルトから手を話して向き直る。

　いつしか周囲は……強面の〈マスター〉達に囲まれていた。

「先刻の泣き声。誰かが助けを求めているのかと思えば……【阿修羅王】か！」

「ククク、此処であったが百年目！」

「ひゃっはあ！　野仕合の時間だオラァ！」

　爆音（原因アルト）を探っていた天地の修羅勢である。

「あらあら」

　重兵衛は微笑を浮かべたまま、しかし既に義手は妖刀を抜刀し、浮遊武器も展開している。

　修羅と修羅が殺気と共に出会ったならば、やることは一つしかないのである。

　そう、殺やるのだ。

「ひぃい……！」

　重兵衛は修羅勢との戦闘を開始し、アルトはその隙に煙幕を焚いて全力で逃走した。

　修羅勢達はそれなりに実力者が集まっていたらしく、戦闘はそれなりに長引き、このときのアルトは無事に逃げ果せることができたのだった。




　なお、この日は始まりに過ぎない。

　これ以降もレイへの伝言を頼みたい重兵衛はアルトを追跡し、アルトは逃走する。

　天地を舞台にした追いかけっこを繰り広げる二人。

　この後に二人はコンビを結成することになるのだが……それはまた別の物語である。
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